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米
沢
有
為
会
仙
台
支
部
総
会
報
告 

 
 

平
成
２
０
年
度
米
沢
有
為
会
仙
台
支
部
通

常
総
会
が
６
月
７
日
（
土
）
ホ
テ
ル
ユ
ニ
バ

ー
ス
仙
台
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出

席
者
数
は
会
員
２
０
名
と
学
生
会
員
３
名
の

計
２
３
名
で
し
た
。 

初
め
に
中
條
仁
仙
台
支
部
長
よ
り
挨
拶
が

あ
り
、
事
務
局
よ
り
平
成
１
９
年
度
収
支
決

算
及
び
監
査
報
告
並
び
に
事
業
・
業
務
報
告

が
な
さ
れ
、
そ
の
後
平
成
２
０
年
度
収
支
予

算
（
案
）
、
事
業
計
画
（
案
）
、
支
部
役
員

補
強
人
事
（
案
）
が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。 

本
年
度
の
重
点
的
な
事
業
内
容
と
し
て
、

費
用
予
算
一
千
万
円
に
上
る
仙
台
興
譲
館
寮

の
大
規
模
改
修
計
画
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま

た
支
部
活
動
の
活
性
化
と
い
う
こ
と
で
、
支

部
だ
よ
り
の
発
刊（
４
／
２
０
創
刊
号
発
行
）

と
会
員
交
流
の
企
画
、
同
好
の
士
に
よ
る
趣

味
の
会
の
結
成
な
ど
が
提
案
な
さ
れ
ま
し
た
。

支
部
だ
よ
り
は
年
複
数
回
発
行
予
定
で
す
。

是
非
、
趣
味
の
会
や
お
も
し
ろ
ど
こ
ろ
探
訪

等
、
会
員
の
交
流
を
促
進
し
、
輪
を
広
げ
る

ツ
ー
ル
と
な
る
企
画
を
盛
り
込
む
努
力
を
す

る
つ
も
り
で
す
。
投
稿
（
Ｃ
Ｍ
で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
）
を
歓
迎
し
ま
す
。 

 

総
会
の
後
、
懇
親
会
が
開
か
れ
出
席
者
の

自
己
紹
介
・
シ
ョ
ー
ト
ス
ピ
ー
チ
な
ど
で
な

ご
や
か
に
懇
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
（
Ｔ
） 
 
 
 
 
 

 

  

戦
後
仙
台
興
譲
館
の
創
め 瀬

川 

耕 
 

 

戦
災
で
焼
け
て
改
め
て
興
譲
館
が
建
設
さ

れ
復
活
し
た
の
は
昭
和
２
３
年
の
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
頃
の
こ
と
を
思
い
出
す
の
は
可
成

り
難
し
い
年
齢
に
な
っ
た
。
約
６
０
年
も
経

過
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
当
時
の
こ
と
を

遺
し
て
お
く
こ
と
は
大
切
な
こ
と
と
思
い
直

し
綴
る
こ
と
に
し
た
。 

 

有
為
会
関
係
の
も
の
か
定
か
で
な
い
が
、

現
在
の
今
井
眼
科
の
祖
父
の
先
生
が
大
正
９

年
だ
っ
た
か
に
興
譲
館
の
館
長
を
さ
れ
て
い

た
の
を
覚
え
て
い
た
。 

 
遇
々
、
学
生
時
代
の
ア
ル
バ
ム
を
取
り
出

し
た
ら
こ
の
写
真
が
出
て
き
た
。
確
か
、
有

為
会
の
遥
拝
式
そ
れ
も
２
回
目
だ
か
ら
昭
和

２
４
年
４
月
２
９
日
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
と

思
う
。
こ
れ
に
写
さ
れ
て
い
る
方
は
数
人
持

っ
て
い
る
筈
で
あ
る
。 

 

 

米
沢
有
為
会 

仙
台
支
部
だ
よ
り 
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と
も
あ
れ
、
こ
の
１
年
前
に
再
建
さ
れ
て

入
寮
し
た
の
だ
か
ら
昭
和
２
３
年
３
月
に
入

寮
し
４
月
１
日
仙
台
興
譲
館
が
戦
後
始
ま
っ

た
。 

 

総
体
的
に
は
有
為
会
の
事
業
で
あ
る
が
、

我
々
は
学
生
で
あ
り
全
体
的
な
こ
と
は
解
ら

な
か
っ
た
。
仙
台
興
譲
館
の
戦
後
の
創
め
と

し
て
捉
え
る
こ
と
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

有
為
会
仙
台
支
部
長
は
時
計
の
三
原
さ
ん

で
あ
り
、
世
話
役
は
当
時
東
北
興
業
（
国
策

会
社
？
）
に
勤
め
ら
れ
て
い
た
関
虎
雄
さ
ん

で
あ
っ
た
。
建
て
ら
れ
た
ば
か
り
で
あ
り
な

に
か
と
不
備
や
金
の
か
か
る
こ
と
ば
か
り
あ

っ
て
三
原
さ
ん
に
は
そ
の
都
度
御
邪
魔
し
て

御
願
い
し
、
関
さ
ん
に
は
困
っ
た
こ
と
は
相

談
し
て
解
決
し
た
。 

 

寮
生
活
は
戦
後
貧
し
い
時
代
で
あ
る
か
ら
、

最
初
１
年
は
五
升
の
米
を
持
っ
て
い
た
よ
う

に
思
う
。
戦
後
３
〜
４
年
は
米
を
出
さ
な
け

れ
ば
下
宿
は
出
来
な
か
っ
た
時
代
で
あ
る
。

食
費
を
入
れ
た
寮
費
は
一
月
１
５
０
０
円
だ

っ
た
か
１
７
０
０
円
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
が

会
計
は
菅
野
君
だ
っ
た
の
で
、
彼
に
聞
け
ば

確
か
な
こ
と
は
分
か
る
。
今
か
ら
考
え
て
も

よ
く
や
っ
た
も
の
と
思
う
。 

 

何
か
ら
何
ま
で
全
て
自
分
達
で
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
勿
論
自
治
寮
で
あ
る
が
、

お
ば
さ
ん
だ
け
で
は
燃
料
ま
で
は
ど
う
に
も

な
ら
な
い
。
給
食
の
担
当
だ
っ
た
富
田
君
初

め
皆
が
ま
き
割
り
を
代
わ
る
代
わ
る
や
っ
て

い
た
の
を
不
思
議
と
鮮
や
か
に
思
い
出
す
。 

 

８
月
に
入
っ
て
有
為
会
の
総
会
と
思
う
が
、

上
杉
神
社
の
境
内
の
中
に
あ
っ
た
臨
泉
閣
で

行
わ
れ
た
。
中
央
に
旧
上
杉
伯
爵
、
そ
の
隣

に
相
田
さ
ん
少
し
下
が
っ
て
宇
佐
美
さ
ん
が

座
り
総
会
議
事
の
進
行
を
勤
め
て
い
た
。
当

時
は
戦
後
間
も
な
く
で
千
代
田
銀
行
の
役
員

だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
終
っ
て
座
談
に
入
っ

た
ら
、
一
緒
に
行
っ
た
連
中
が
御
礼
を
言
え

と
頻
り
に
言
う
の
で
止
む
な
く
挨
拶
し
た
。

そ
の
時
に
君
た
ち
は
我
が
儘
だ
そ
う
で
な
い

か
と
い
う
注
意
を
受
け
た
。
ど
う
も
学
部
の

違
う
人
達
が
同
居
し
て
い
る
の
で
友
人
が
来

る
と
試
験
の
と
き
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。

止
む
な
く
１
部
屋
を
娯
楽
室
に
し
た
こ
と
の

よ
う
で
あ
る
。
勿
論
三
原
支
部
長
に
報
告
、

了
解
を
得
て
い
る
こ
と
を
答
え
た
。
そ
の
時

“
君
僕
は
８
０
万
を
出
し
て
い
る
ん
だ
よ
”

と
の
話
が
あ
っ
た
。
２
３
年
の
８
０
万
で
あ

る
か
ら
か
な
り
な
額
だ
な
と
思
っ
た
。
困
る

こ
と
を
更
に
迫
っ
た
ら
２
０
万
を
出
す
と
言

う
答
を
貰
っ
て
（
娯
楽
室
を
）
食
堂
の
東
側

に
作
っ
て
楽
に
な
っ
た
筈
で
あ
る
。 

 

次
い
で
２
回
目
の
総
会
だ
っ
た
か
宇
佐
美

さ
ん
に
再
び
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

実
は
折
角
の
案
も
屋
根
が
木
端
屋
根
の
ま
ま

で
、
ト
タ
ン
張
り
さ
れ
て
い
な
い
。
早
晩
雨

漏
り
の
恐
れ
あ
る
の
で
出
来
る
だ
け
早
く
や

っ
て
貰
い
た
い
。
当
時
青
木
ホ
テ
ル
に
泊
ま

っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
、
１
度

位
寮
を
見
に
来
て
欲
し
い
と
言
っ
た
ら
私
が

卒
業
後
き
ち
ん
と
な
っ
た
ら
し
い
。 

 

秋
に
な
る
と
芋
煮
会
や
ら
、
大
学
内
の
他

の
寮
と
の
野
球
な
ど
皆
と
夢
中
に
な
っ
た
こ

と
も
記
憶
の
中
に
あ
る
。 

 

３
月
に
入
る
と
卒
業
コ
ン
パ
を
す
る
こ
と

に
な
り
案
内
す
る
と
三
原
支
部
長
、
黒
金
国

税
局
長
、
更
に
高
橋
里
美
学
長
が
御
出
で
頂

い
た
の
を
米
沢
だ
か
ら
か
な
と
感
銘
し
た
の

を
思
い
出
す
。 

 

以
上
遥
拝
式
の
寮
の
玄
関
前
に
並
ん
だ
写

真
か
ら
当
時
の
こ
と
を
書
き
記
し
た
。 

（
瀬
川
医
院
院
長
・
本
部
評
議
員
・ 

 
 

元
支
部
長
・
元
仙
台
興
譲
館
長
） 

（
注
：
遥
拝
式
―
上
杉
神
社
遥
拝
式
と
い
い
、

故
郷
の
上
杉
神
社
に
向
か
っ
て
感
謝
の
気
持

ち
を
こ
め
て
拝
む
儀
式
で
、
寮
で
当
時
行
わ

れ
て
い
た
。） 

 

戦
前
の
仙
台
興
譲
館
寮
の
写
真 

  

仙
台
興
譲
館
寮
は
大
正
３
年
（
１
９
１
４

年
）
４
月
に
角
五
郎
町
に
開
設
さ
れ
、
終
戦

直
前
の
昭
和
２
０
年
（
１
９
４
５
年
）
仙
台

空
襲
で
全
焼
し
た
。
こ
の
２
枚
の
写
真
は
戦

前
、
た
ぶ
ん
大
正
時
代
の
寮
の
全
景
と
附
属

館
長
宅
で
あ
る
。
寮
に
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が

設
け
ら
れ
ほ
ど
の
広
い
敷
地
が
あ
っ
た
。
昭

和
２
３
年
に
は
再
建
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

時
は
敷
地
の
半
分
を
西
松
建
設
に
売
却
し
、

そ
の
費
用
で
も
っ
て
寮
が
建
て
ら
れ
た
。 

（
Ｔ
） 

 
 
 

写
真
は
下
城
会
長
提
供 
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新
入
会
員
紹
介 
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（
平
成
２
０
年
４
月
〜
９
月
）
（
敬
称
略
） 

宇
山
裕
人
（
興
譲
館
Ｈ
１
８
卒 

東
北
大
学
法
学

部
在
学
中 
現
在
寮
長
） 

鹿
俣
純
夫
（
興
譲
館
Ｓ
３
２
卒 

新
潟
Ｉ
Ｔ
ア
ド

バ
ン
ス
代
表 

中
條
支
部
長
義
弟
） 

齋
藤 

勲
（
米
工
Ｏ
Ｂ 
内
外
テ
ク
ノ
ス
部
長
） 

島
貫
寿
雄
（
新
入
寮
生
保
証
人 
飯
豊
町
） 

島
貫
洋
平
（
準
会
員 

長
井
Ｈ
２
０
卒 
東
北
大

学
文
学
部
在
学
中 

寮
生
） 

鈴
木
治
雄
（
興
譲
館
Ｓ
３
５
卒 

舎
生
Ｏ
Ｂ
。 

二
本
松
在
住 

テ
ク
ノ
メ
タ
ル
代
表
取
締
役
） 

山
岸 

瑛
（
興
譲
館
Ｈ
１
４
卒 

舎
生
Ｏ
Ｂ
。 

 

東
北
大
学
大
学
院
Ｈ
２
０
卒 

東
京
電
力
） 

 

浮
き
よ
の
た
び
３
（
米
沢
有
為
会
生
み

の
親 

伊
東
忠
太
氏
の
日
記
）
―
そ
の
２ 

伊
東
忠
太
ら
学
生
６
名
が
発
起
人
と
な
り

明
治
２
２
年
１
１
月
２
３
日
（
神
嘗
祭
）
有

為
会
が
結
成
さ
れ
た
い
き
さ
つ
は
、
有
為
会

誌
創
立
１
０
０
周
年
及
び
１
１
０
周
年
特
集

号
（
松
野
良
寅
氏
記
）
に
詳
し
い
。
今
回
連

載
す
る
日
記
は
翌
２
３
年
の
元
旦
か
ら
、
１

月
１
１
日
欧
遊
館
で
の
米
沢
大
親
睦
会
で
忠

太
が
同
士
加
入
要
請
演
説
を
ぶ
っ
た
日
迄
の

分
で
あ
る
。 

 

当
時
忠
太
氏
ら
は
空
橋
時
代
と
自
称
し
た

合
宿
状
共
同
生
活
を
送
り
切
磋
琢
磨
し
て
い

た
。 

「
浮
き
よ
の
た
び
」
の
日
記
は
明
治
２
２

年
〜
明
治
２
６
年
に
お
け
る
東
京
帝
國
大
學 

工
学
部
造
家
学
科
在
籍
時
の
日
記
。
市
販
の

横
罫
ノ
ー
ト
１
７
冊
に
鉛
筆
や
万
年
筆
を 

                           

用
い
て
、
日
々
の
動
静
や
言
葉
を
交
わ
し
た

相
手
や
内
容
に
つ
い
て
、
挿
絵
な
ど
と
共
に

刻
銘
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
若
き
日
の
伊

東
氏
が
建
築
に
対
す
る
思
潮
を
形
成
さ
せ
て 

                           

い
く
過
程
が
見
て
取
れ
る
と
い
わ
れ
る
。 

こ
の
日
記
の
コ
ピ
ー
は
「
建
築
博
物
館
」

に
展
示
さ
れ
て
い
る
伊
東
忠
太
氏
の
日
記
を

本
会
員
の
建
築
家
御
供
政
敏
氏
が
許
可
を
得 

                           

 

 

正月二日（木）飲 
内村良蔵「コレカラ法律ナンドヤッタッテ        午前ハ内村良蔵先生ヲ訪ヒ例ノ諧謔ヲ聞キテ

オマンガ(マ)ガ食ヘナイヨ          思ハズ興ヲ催シタリ 昼飯ノ馳走ヲ受ケ二時
イマニ法學士ノ車夫ガ出来ルダロ－」     同宅ヲ辞シ数軒回礼ノ後 山岡？松ト先ニ 

伊東祐彦「ナル程」                 「レ－マン」ヲ訪フニ不在ナリ依テ山岡ヲ訪ヒ 
伊東忠太「ナル程」                  酒ノ馳走ヲ受ク 山岡ハ「ハンドオルガン」

ノ名人ナリ 同氏ノ妹ハ妙齢三五ニシテ姿色
ハ絶佳トハ行カズトモ十分ナルガ琴ニ巧ナリ 
兄妹合奏ニテ六段ノ曲ヲシラベタルハ中々ニ
愉快ナルコトナリキ 日暮 田中ヲ訪ヒシニ
本堂、梅原、松本ナド云フ者来リ合セテ大酒
宴トナリ九時半頃宴終リ家ニ帰リテ寝ニ就ク 
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て
コ
ピ
ー
を
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。

(
以
上 

注
釈
Ｔ 

。 
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日
記
本
文
下
段
活
字
文
作
製 

Ｍ) 
 

                           

  
 

                             

                               

 

 

中村弘一「二十五＊ト云フ年ニナッテ             正月三日（金）飲 

天下二名ヲ知ラレヌト云フ事ガアルモノカ」    午前曽山幸彦、辰野金吾＊及中村弘一ヲ訪フ 

＊数え25才、誕生日前は満23才     中村弘一ハ千住在北三谷村ノ人ニテ喝天ト号 

伊東忠太「シカシソレハ・・・・」             ス慷慨義侠ノ気アリ 頗ル奇人ト称セラル 

                     折フシ在宅ニテアリケルハ互ニ睦マジキ談 
話ヲナシ酒クミカワシタリ  
二時山下啓次郎ヲ訪フ 来會スル？友十数 
名大ニ興シテ鯨飲馬食セリ  
日暮 家ニ帰レバ田中、本堂、梅原、山岡 
等来リケリ由テ大ニ酒宴ヲ設ケ恢談雑話ノ 
間ニ飲食ス 十時頃宴終リ客帰ル  
直チニ寝ニ就ク 

仙
台
支
部
年
間
行
事
予
定 

 

１
０
月
２
５
日
（
土
）
２
６
日
（
日
） 

 
 
 

寄
宿
舎
Ｏ
Ｂ
会 

 
 

（
会
場
：
赤
湯
温
泉
） 

 

１
１
月
又
は
１
２
月 

置
賜
県
人
会 

 
 

１
２
月
１
３
日
（
土
） 

５
時
半
よ
り 

忘
年
会 

（
会
場
：
仙
台
興
譲
館
／
寮
生
会
主
催
） 

 

１
月
２
４
日
（
土
） 

５
時
半
よ
り 

新
年
会 

 

（
会
場
：
未
定
／
寮
生
会
主
催
） 

 

２
月
２
８
日
（
土
） 

１
２
時
半
よ
り
卒
寮
生
を
送
る
会 

（
館
長
自
宅
／
館
長
主
催
） 

 

３
月
２
１
日 

新
入
寮
生
面
接 

 
 
 
 
 

（
会
場
：
仙
台
興
譲
館
） 

 

編
集
後
記
▼
芋
煮
会
の
日
に
第
２
号
発
刊
。

第
３
号
は
２
月
に
発
行
予
定
で
す
。
是
非

原
稿
を
お
寄
せ
下
さ
い
。（
Ｔ
） 

編
修
子 

 
 
 
 

編 

集 

長 

滝
口 

政
彦 

 
 
 
 

発
行
世
話
人 

御
供 

政
敏 

 


